
平成 30 年 6 月 3 日（日曜日）、生涯学習センタ

ー（流山エルズ）で、第 1 回市民環境講座「太陽のエ

ネルギーを実感しよう！」（親子でミニ・ソーラー

カーを作って走らせよう）が、「セントラルパーク

フェスタ 2018&感謝祭」の会場内で開催されまし

た。市民環境講座は地球温暖化についての啓発を目

的に行われており、今年度 1 回目の開催となります。 

会場では、ソーラーカーの工作教室のほかにも、

ＬＥＤ照明の省エネ調べ、人力発電の体験、流山ク

ールチョイス宣言のパネル展示も行われ、電気や節

電について楽しく学べる内容となっていました。 

大ギャラリー内で行われたソーラーカーの工作

は小学生を対象に、午前・午後の 2 回の講座に 40

組の親子が参加しました。ニッパーやハサミなどを

使用するなど、一

生懸命ソーラー

カーを作りあげ

ました。ソーラー

カーを完成させ

た後は、屋上に集

まり完成したソーラーカーを走らせました。当日は

晴天で絶好のソーラーカー日和で、子どもたちは自

分で作り上げたソーラーカーを走らせ喜びの声を

あげていました。団扇などで日陰を作るとソーラー

カーが走らなくなるという事も実際に見て体験す

ることで、子どもたちが太陽のエネルギーを実感し

ていました。 

 大ギャラリー

では、人力発電

機で発電の体験

をしてもらいま

した。子どもた

ちからは「電気

を作るのは大変で疲れた」といった感想が聞か

れました。 

また白熱電灯、蛍光灯、ＬＥＤランプの消費電

力量を調べ、LED ランプは消費電力が極端に

低く CO2排出削減

として地球環境に優

しい照明であること

を実感してもらいま

した。 

 「流山クールチョイス宣言」のブースでは、

さまざまな方がクールチョイス宣言をしてく

ださいました。「クールチョイス」は国が提唱

する地球温暖化対策の国民運動で、日本の優れ

た技術を生かして日常生活のさまざまな面で

持続可能な未来につながる選択をしていこう

というものです。 
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 平成 30 年 3 月 12 日（月）新日鉄住金㈱君津

製鐵所「プラスチック・リサイクル設備」の見学会

を開催しました。参加者は 12 名でした。この設備

は、一般家庭から回収された容器包装プラスチック

を、コークス炉を使ってケミカルリサイクル法によ

り４０％を「再生油（化学原料）」として回収しプ

ラスチック原材料等に、２０％を「分解ガス（水素・

メタン）」として回収し製鉄所内の発電所等で燃料

に、２０％を「炭化物（コークス原料）」として製

鉄工程にて利用しています。 

出展：

http://www.nssmc.com/csr/env/circulation/

waste.html 

4 月・5 月の「省エネ学習会」は、放送大学「地

球温暖化と 社会イノベーション」（六川修一：東

京大学教授ほか）をテキストにして「地球温暖化」

について基本 的なことを学習しました。放送大学

の講義は４月７日よりテレビ（地上波、 ＢＳ放送：

土曜日 6：45～7：30）で放映されています。 

4 月度（4 月 6 日）は、第 1 章～第 15 章の概

要説明と、第 1 章を学習しました。 

＜第 1 章＞「パリ協定と地球温暖化対策の課題」 

＜概要＞ 2015 年に採択されたパリ協定の下、

地球温暖化の対策はこれまでにない真剣な取り組

みが求められること となった。本講座ではその背

景と地球温暖化の科学的側面を理解し、人類が持続

的に発展するために 今なすべきことをあらためて

考えてみたい。まず、地球温暖化が人類に問うてい

る課題をマクロな視点で理 解し、次いでパリ協定

の歴史的意義を概説する。さらに温暖化防止に関す

る今後のあらゆるステークホル ダー（関係者）の

取り組みのあり方を考える。 

5 月度（5 月 4 日）は、第 8 章「問題解決への

取組：ステークホルダーとその役割」と、第 10 章

「産業界の取組：水素社会と炭素隔離」を学習し

た。 

３月度「省エネルギー学習会」 

新日鉄住金（君津）見学会 

 

４月・５月「省エネ学習会」 

地球温暖化と社会イノベーション 



 6 月度（6 月 1 日）省エネ学習

会は、流山市環境政策課係長の遠藤 

剛さんに「流山市環境白書」につい

て説明をして頂いた。市民に対して

の説明会は初めてとのことです。 

 

１，環境白書  

・環境基本計画で同計画の進捗を公表する年次報

告書。 

・平成 18 年版（平成１９年１月公表）で初めて

作成。この時点では政令市を除き県内初。 

・平成２２年版からエコアクション２１の環境活

動レポートと一体化。 

２，環境白書の構成 

 ・ハイライト 

 ・１部：数字で見る流山市：基礎情報と環境基本

計画の項目に沿った数値情報。典型 7 公

害に関する情報が中心。 

 ・２部：実施計画の進捗：４つの実行計画に関す

る進捗。 

 ・３部：環境マネジメントシステム：システム概

要とシステム要求事項。 

 ・別冊：システムの各部局の目標管理 

３，環境基本計画の体系 

４，実行計画 

①（自然共生）：生物多様性ながれやま戦略 

②（低炭素）：地球温暖化対策実行計画（区域施策

編・事務事業編） 

③（資源循環・廃棄物）：一般廃棄物処理基本計画 

 ④（快適・公害）：生活排水対策推進計画 

 ⑤（市民協働・環境学習）： 

５，環境マネジメントシステム（ｴｺｱｸｼｮﾝ 21） 

 ・環境省がガイドラインを作成する認証制度。 

・流山市では平成２１年３月に認証取得。 

・毎年、外部審査人による審査を受審。 

・要求事項の１つである「環境活動レポート」を  

環境白書と統合して公表している。 

 

 

６月「省エネ学習会」 

流山市環境白書について 

 



  国立環境研究所と筑波宇宙センター（ＪＡＸＡ）

（いれもつくば市）を見学する親子に大人気のバ

スツアーです。地球温暖化対策をはじめとした、

最先端の環境技術を体験することができます。 

①日時：平成 30 年 7 月 21 日（土）8 時～17 時 

②集合：流山おおたかの森駅 東口ロータリー 

③対象：小学生以上の親子 40 名 

④費用：無料（昼食は各自） 

⑤持参：中学生以上は、顔写真付き本人確認書類が

必要。 

⑥申込：7 月１日付「広報ながれやま」に掲載 

＜見どころ（昨年の例から）＞ 

 

  

・地球環境モニタリング：空・海・宇宙から 

・自転車 de 発電：発電量ランキング発表、発電証

明書発行 

・エネルギー消費の見える化：省エネの技を確認 

・地球温暖化に「適応」：どんな適応策が私たちに

出来るのか？ 

・ガイド付き見学ツアー（事前予約済み）：筑波宇

宙センター紹介ビデオ、宇宙飛行士養成エリア、

「きぼう」運用管制室 

・展示館（スペースドーム）：人工衛星による宇宙

利用（通信、測位、地球観測）、国際宇宙ステ

ーション「きぼう」日本実験棟、「こうのとり」 

・ミュージアムショップ：ＪＡＸＡや宇宙に関した

グッヅの販売。宇宙食などが人気です。 

 

 

 

 

 

第 2回市民環境講座 

夏休み親子バスツアー（予告） 

 

編集後記 

今年、春の桜始まり、藤の花、梅雨の紫陽花と

順に季節を愛でる花々が季節を待たずに咲き誇

り、花見に行ったら終わっていたとがっかり組が

多かったと聞く。日本では平均気温が 100 年で約

1.2℃上がっているという。政府は地球温暖化によ

る自然災害や農作物の生育不良、人への健康被害

などを減らすための新法「気候変動適応法案」を

今国会に提出予定という。 

環境省発表によると 2016 年の温室効果ガス総

排出量は 13 億 700 万トンで、前年比 1.2％減で

あるという。日本は国連に 26％削減宣言。パリ協

定では今世紀末には実質 0 にしようとうたってい

る。この数字は途方もない数字である。  

       （石垣幸子） 

 


